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複雑性尿路感染症に対す るloracarbefの 臨床 的検討
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新 しく開発 され たloracarbefを 複雑 性尿 路 感染 症 に投 与 し,そ の 有効 性 と安全 性 につ い

て 検討 した。 総症 例11例 につ い て検 討 したが,UTI薬 効 評 価基 準 に合 致 す る もの は10例

で あ り,著 効3例,有 効4例,無 効3例 で有効 率70%で あ った。本剤 に よる自他覚 的副作 用

は認め られ なか ったが,臨 床 検査 値でGOT,GPTの 軽 度の上 昇 を1例 に認め た。

Key wonds:loracarbef,複 雑 性 尿 路 感 染 症,臨 床 的 検 討

新 し く開発 された経 口用 カルバセ フ ェム系抗 菌剤 で

あ るloracarbef(LCBF)1,2)を 複雑 性尿 路感 染症 患者 に投

与 し,そ の臨 床 的 効 果 お よび副 作 用 につ いて 検討 し

た。

1990年2月 か ら1990年6月 までの秋 田大 学医 学部 附

属病 院 な らびにそ の関連病 院 の泌尿 器科患 者 で複雑性

尿 路感 染症 を対 象 と した。投 与 症例 は男性5例,女 性

6例 の計11例 で年齢35～84歳,複 雑性 膀胱 炎8例,複

雑性 腎孟 腎 炎2例,複 雑性 膀胱 炎 と腎 孟 腎 炎の合 併1

例 で あ った。基 礎疾 患 と して は,神 経 因性 膀胱3例,

尿路 結 石症2例,前 立腺 癌2例,前 立腺 術 後1例,尿 失

禁1例,神 経 因性 膀 胱 と糖 尿 病 の 合併1例,膀 胱 癌 と

前 立腺 肥大 症 の合併1例 で あ った。本 剤 を1回200mg,

1日3回,5日 間経 口投与 した。

UTI薬 効 評 価基 準3)に よって 臨床 効 果 の判 定可 能 な

もの はそれ に従 って判定 し,さ らに全例 につ いて 自他

覚 的症状 の発 現 の有無,臨 床検 査値 成績,主 治医判 定

に よる有効性 の評価 を行い安 全性 と有用性 につい て検

討 した。臨床 検査 は,血 液,肝 ・腎機能,血 清電解 質

な どについ て実施 した。主治 医判定 は著 効,有 効,や

や有効,無 効 の4段 階で行 った。

対 象症 例 の概要 お よび臨床成 績 をTable 1に 示 した。

主 治 医判定 で は著効3例,有 効4例,や や有効1例,無

効3例 で あ った。UTI薬 効評 価 基 準 に合 致 した の は症

例3を 除 く10例 で あ り,そ の総合 臨床 効果 は著効3例,

有 効4例,無 効3例 で あ り70%の 有 効 率 で あ っ た 。 細

菌 尿 に 対 し て は 陰 性 化5例,減 少1例,菌 交 代1例,不

変3例 で あ り,膿 尿 に 対 して は 正 常 化6例,不 変4例 で

あ っ た 。 疾 患 病 態 群 別 に み る と 単 独 感 染 で は 著 効3

例,有 効3例,無 効2例 で あ り,複 数 菌 感 染 の2例 は カ

テ ー テ ル 非 留 置 群 で あ り 有 効,無 効 各 々1例 で あ っ

た 。

細 菌 学 的 効 果 で は,分 離 さ れ た8菌 種13株 中Esc加r

ichia coli 3株,Klebsiella pneumoniae 2株 とProteus

vulgaris,Erwinia agglomeransお よ びSerratia liquefa-

ciensの 各 々1株 の 計8株 とEnterobacter doacae 2株 中1株

の 全9株 が 消 失 し,消 失 率 は69%で あ っ た 。

存 続 菌 種 は 前 記 のE.oloacae 1株 の ほ かEnterococcus

faecalis 1株,Pseudomonas aeruginosa 2株 で あ っ た 。

分 離 菌 中MIC(日 本 化 学 療 法 学 会 標 準 法 で 測 定1))を

測 定 した9株 で は,≦0.39μg/mlの3株(E.coli 2株,K.

pneumoniae 1株),0.78μg/mlの1株(E.coli)は 全 て 消

失,25μg/mlの1株(E.faecalis)は 存 続,>100μg/ml

の4株(E.cloacae 2株,P.aeruginosa 2株)の 中E.cloacae

の1株 以 外 は 存 続 した 。

投 薬 後 出 現 菌 はStaphylococcus epidermidis,コ ア グ

ラ ー ゼ 陰 性Staphylococcus,P.vulgaris,Morganella

morganii,P.aeruginosa,Acinetobacter calcoaceticusの6

菌 種 各 々1株 で あ っ た 。

本 剤 に よ る 自他 覚 的 副 作 用 は 認 め ら れ な か っ た。 臨
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床検査 値異常 は,1例 にGOT,GPTの 軽 度上 昇 を認 め

たが追跡調 査 は不能 で あ った。

LCBFの 全国 集計成 績21で は,複 雑性 尿 路感 染症195

例のUTI薬 効 評 価基 準 に よる臨床 効 果 は著 効101例,

有効60例,無 効34例 で あ り有 効率 は83%と 報 告 され

て い る。 こ の 成績 に比 較 して我 々 の 成 績 で の 有効 率

70%は や や 低率 で あ るが,本 剤 の抗 菌 スペ ク トル外

のP.aerugimsa分 離2例 が 含 まれ る と と も に分 離 菌 は

除 菌 されず 無効 で あ った こ とが 原因 と考 え られ る。

E.coli,K.pneumoniae に対する細菌学的効果はとも

Table 1.Clinical summary of complicated UTI patients treated with loracarbef

CCP:chronic complicated pyelonephritis BPH:benign prostatic hypertrophy CNS:coagulase-negative Staphylococcus

CCC:chronic complicated cystitis DM:diabetes mellitus

*
before treatment

/after treatment

**
UTI:criteria proposed by the Japanese UTI Committee

Dr.:Dr.'s evaluation
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に100%の 消失 率 で あ り,全 国 集計 成 績2}で報 告 され

たE.coli 83株 で98%,K.pneumoniae 13株 で100%と

同様 に高 い もの であ った。

臨床 検 査値 異常 で はGOT,GPTの 軽 度 上昇 が1例 に

認 め られ た が,11例 で の検 討結 果 で あ る た め我 々 の

成 績 か ら本 剤の安 全性 につ いて確 定 的な こ とは言 えな

いが,全 国集 計 成績2)で はGOT,GPTの 異 常 変動 発現

率 は 各 々0.87%(11/1270),1.42%(18/1268)で あ

り,可 逆的 であ り類似 薬 と同質,同 程 度の 変動 であ っ

た と報 告 されて い る。

以上 の成 績 か ら,本 剤 の1回200mg,1日3回 の用量

は,尿 路感 染症 の分離 菌 と して頻 度が 高 く,ま た本剤

が 良好 な抗 菌力 を示 すE.coli,K.pneumoniaeな どに よ

る軽症 お よび中等 症の 複雑性 尿路 感染症 に有 効 で安全

な薬剤 であ る と思 わ れた。
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We performed a clinical evaluation of loracarbef(LCBF) in complicated urinary tract

infections.LCBF was administered to 11 patients for 5 days at a daily dose of 600mg.

According to criteria of the Japanese UTI Committee,the overall clinical efficacy was 70%.

No serious side effects were observed.Aggravated laboratory test results were confined to mild

elevations of GOT and GPT in one case.


